
 

経営発達支援計画の概要 

実施者名 

（法人番号） 

唐津上場商工会（法人番号 5300005005793） 

唐津市（地方公共団体コード 412023） 

玄海町（地方公共団体コード 413879） 

実施期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日 

目標 

経営発達支援事業の目標 

ビジョン「商売人が元気なまちづくり」 

(1)事業の持続的発展に向けた生産性向上及び付加価値の強化による 

繁栄企業の創出 

(2)個社の強みを活かした新事業展開や事業再構築等による新たな需要の 

開拓の実現 

(3)多様化する旅行者ニーズに対応した観光商品の開発に向けた支援 

事業内容 

経営発達支援事業の内容 

３．地域の経済動向調査に関すること 

地域の経済動向調査等及び観光需要動向調査分析の提供 

４．需要動向調査に関すること 

バイヤーアンケートの実施 

５．経営状況の分析に関すること 

経営状況把握シートの作成及び経営状況分析の実施 

６.事業計画策定支援に関すること 

ＤＸ推進及び各種事業計画策定セミナーの開催及び個社支援 

７．事業計画策定後の実施支援に関すること 

巡回等による進捗確認とフォローアップ支援 

８．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 

ＤＸ推進、商談会出展、ＥＣサイト出展・ＳＮＳ等活用による販路開拓支援 

連絡先 

唐津上場商工会 経営支援課 

〒847-0401 佐賀県唐津市鎮西町名護屋 1801番地 

TEL：0955-82-3826／FAX：0955-82-2617  E-mail:k-uwaba@sashoren.or.jp 

唐津市役所 経済部商工振興課 

〒847-8511 佐賀県唐津市西城内 1番 1号 

TEL：0955-72-9141／FAX：0955-72-9182 

E-mail:syoukou@city.karatsu.lg.jp 

玄海町役場 企画商工課 

〒847-1421 佐賀県東松浦郡玄海町大字諸浦 348番地 

TEL：0955-52-2112／FAX：0955-52-3041 

E-mail:kikakusyoukou@town.genkai.lg.jp 
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【人口推移】 

唐津市及び玄海町の人口は、平成 2 年から令和 2 年までの約 30 年間で 22,043 人、率にして

15％減少した。平成１７年の行政合併時に約 3,000 人増加したが、その後は毎年 1,000 人単位で

減少しており、令和 2年は、125,360 人となった。このまま有効な対策が取られなければ、2030

年には 111,652人となり、平成 2年と比べて 76％にまで減少すると予測されている。 

また 2030年までの人口推計を見ると、老年人口の急激な変化はないが 36％を占め、地域の将

来を担う年少人口や、働き手である生産年齢人口が大きく減少することが懸念される。 

令和 2年 7月 1日現在の唐津市の人口は 118,993人、玄海町の人口は 5,406 人であり、そのう

ち当会管内（唐津市肥前町・唐津市鎮西町・唐津市呼子町・東松浦郡玄海町）の人口は 20,960

人、世帯数は 8,351世帯と地域内でも高い水準で減少している。 

 

【唐津市・玄海町の人口】 

 

【唐津市・玄海町の将来人口推計】 

 

区分 旧市町村 H2年 H7年 H12年 H17年 H22年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年
2030年
予測

会議所 唐津市 79,207 79,575 78,945 79,889 78,964 77,831 77,433 76,916 76,403 75,846 75,368

浜玉町 10,224 10,296 10,415 10,738 11,137 11,293 11,278 11,352 11,469 11,536 11,446

七山村 3,125 2,869 2,698 2,552 2,460 2,195 2,125 2,089 2,039 2,008 1,941

相知町 9,752 9,199 8,853 9,176 8,567 7,968 7,786 7,693 7,487 7,327 7,173

厳木町 6,854 6,341 5,815 5,528 4,994 4,434 4,294 4,169 4,058 3,953 3,890

北波多村 5,199 4,925 4,736 4,841 4,808 4,453 4,426 4,357 4,357 4,292 4,192

肥前町 10,551 10,009 9,125 9,195 8,376 7,390 7,252 7,042 6,850 6,623 6,461

鎮西町 7,971 7,522 7,402 7,304 6,601 5,822 5,714 5,621 5,536 5,423 5,256

呼子町 7,005 6,700 6,155 6,062 5,546 4,967 4,811 4,670 4,512 4,335 4,227

玄海町 7,515 7,737 6,986 6,738 6,379 6,038 5,895 5,728 5,650 5,503 5,406 5,406 4,472

147,403 145,173 141,130 142,023 137,832 132,391 131,014 129,637 128,361 126,846 125,360 125,360 111,652

▲ 2,276 ▲ 2,230 ▲ 4,043 2,932 ▲ 936 ▲ 1,400 ▲ 1,377 ▲ 1,377 ▲ 1,276 ▲ 1,515 ▲ 13,708

R2年

119,954 107,180

▲ 1,486

唐
津
東
商
工
会

唐
津
上
場
商
工
会

全体 合計

全体 前年比

増減率
2020年と2030年比

▲9.5%

▲15.4%

唐津市 ▲15.1%

玄海町 ▲22.3%

▲13.6%

唐津市 ▲13.1%

玄海町 ▲24.1%

▲0.3%

唐津市 ▲0.1%

玄海町 ▲3.5%

老齢人口割合（％）

年少人口
（0～14歳）

生産年齢人口
（15～64歳）

老齢人口
（64歳～）

2025年

13.1%

58,634

2,512

39,178

1,775

項目／年

総 数

2,931

53.7%

40,320

2020年 2030年

117,546 111,652

15,447 14,218

12.7%

61,146 57,227

14,815

632

13,669

549

55,002

2,225

52.0% 51.3%

40,953 40,207

38,509

1,698

38,561

1,759

32.7% 34.8% 36.0%

66,199

63,268

年少人口割合（％）

生産年齢人口割合（％）

123,329

16,810

16,103

707

13.6%
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2)商店街及び中心市街地の活性化 

・営業店舗数の確保に努めるとともに、空き店舗への出店に対する支援を行い、空き店舗の解

消及び雇用の創出を図ります。 

・商店街機能の維持への取り組みを支援し、集客力の向上を図ります。 

・まちなか骨格軸及びまちなか連携軸を強化することで回遊性を高め、中心市街地の魅力向上

を図ります。 

3)唐津産品販路拡大の推進 

・唐津産品の販路拡大を推進し、唐津の認知度、イメージ、魅力度を高め、地域産業の振興及

び地域及び地域の活性化を図り、関係人口の増加に繋げます。 

②コスメティック産業をはじめとした企業誘致 

1)企業誘致の推進 

・市内への企業立地を促進するための企業誘致活動の実施 

・既存の誘致企業へのフォローアップ活動の実施 

2)誘致基盤の整備 

・企業の受け皿となる工業団地の整備  

・市内工業適地及び空き物件情報の収集管理 

3)コスメティック関連産業集積の推進 

・ジャパン・コスメティックセンターの運営支援 

・コスメティック関連産業への誘致活動の実施 

・地場事業者のコスメティック産業への参入促進 

・地元農林水産事業者のコスメティック原料素材供給事業への参入促進 

③唐津らしさが輝く交流による観光まちづくり 

1)唐津の魅力を発掘しぶれない価値を研磨 

・従来の観光客数に着眼した「量」の観光から、コアなリピーターにつなげる「質」の観光に

シフトするため、観光客視点で観光資源としての価値を見出します。 

2)価値を活かした市場開拓と観光地経営を展開 

・旅の目的地として唐津を選んでもらうため、旅行志向者が興味を示す、または「唐津へ行き

たい」と思わせる明確なテーマ設定のもと、国内外のターゲットに応じた戦略的なプロモー

ションに取り組んでいきます。 

3)ストレスなく快適な旅ができる受入環境を実現 

・観光客の満足度向上とリピーター獲得を図るため、快適な滞在環境の実現を図ります。 

 

 

 

 

 

【玄海町総合計画】基本施策 

(1)商工業・サービス業の振興 

目指す姿 

魅力ある産業環境づくりにより、商工業の活性化を図るとともに、雇用の場の確保に向け、 

町の特性を活かすことができる企業誘致を進めます。 

(2)観光の振興 

目指す姿 

 中学生の修学旅行など。着地型旅行（ATA）の受け入れを実施しています。 

 今後も交流人口の増加と地域活性化に向け、多様化、高度化する観光・レクリエーション 

ニーズに即した多面的な取組を進めます。 
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【基本目標】 

商工業・サービス業の振興 観光の振興 

①商工業経営の強化 

②起業・企業誘致の推進 

①既存資源の活用 

②新しい玄海町の魅力開発 

【基本的方向】 

〇企業の新商品開発や新分野・新市場進出を支

援します。 

〇既存の地域企業の高度化と経営基盤の強化

を促進します。 

〇起業の意向を持つ人材を育て、支援するとと

もに、人材のネットワーク化を推進します。 

〇農水産業をはじめとする既存産業と連携で

きる企業の誘致を促進します。 

 

【基本的方向】 

〇自然や農林水産業の体験型や滞在型、住民との

交流など、地域資源を生かした新しい観光の形

を創出します。 

〇町に眠る素材の発見（再確認）と新しい良さの

創出（開発）を目指します。 

 

 

 

 

②地域の課題 

■唐津上場地区の課題 

 ・地域の人口減少・少子高齢化が進展し、市場規模が縮小する中、新たな販路開拓支援が求め

られる。 

・後継者不在による事業の縮小と廃業が進んでおり、後継者育成と事業承継に向けた支援が必

要である。 

・商工業者とりわけ小売業に関しては、事業所数が減少傾向にあり、創業支援が喫緊の課題で

ある。 

・当地区への観光においては、個人や小グループ単位での旅行者が増えており、多様化するニ

ーズへの対応として新たな観光商品・サービスの開発が求められる。 

・Wi-Fi環境整備の遅れによる顧客ニーズへの対応不足やＳＮＳを活用した情報の拡散にも取

り組みづらい状況にあり、唐津上場地区内の呼子町・鎮西町エリアの高速通信環境の整備が

必要である。 

 

■管内小規模事業者の課題 

・新型コロナウィルス感染症の蔓延により、厳しい経営環境に陥っているため、コロナ禍やア

フターコロナを見据えた持続可能な事業計画の策定および確実な実行が必要である。 

・新型コロナウィルス感染症の拡大により、新しい生活様式が浸透する中、「お取り寄せ」「巣

ごもり需要」に対するネット通販の取り組みへの支援が求められている。 

・コロナ禍において資金繰りに支障をきたしている事業者に対して、新たな資金調達に向けた

経営改善計画の必要性がある。また、景気回復の見込みが不透明であるため、資金再調達が

急務になることも想定されるので、資金調達に向けた経営分析や事業計画策定が必要であ

る。 

・地区外への消費流出を抑えるために、新商品開発や付加価値を高めた商品・製品・サービス

および販路開拓が課題である。 

・近年、厳しい経営環境が継続するなか、経営改善のための事業計画策定が必要であり、さら

にＩＴ環境対応への遅れもあることから、ＩＴの導入による業務効率化と生産性向上が急務

である。 
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経営発達支援事業の内容及び実施期間 

２．経営発達支援事業の実施期間、目標の達成方針 

 

（１）経営発達支援事業の実施期間（令和４年４月１日～令和９年３月３１日） 

 

（２）目標の達成に向けた方針 

 本計画において設定した目標に対する達成方針は以下のとおりである。 

 

 

【目標①】 

事業の持続的発展に向けた生産性向上及び付加価値の強化による繁栄企業の創出 

 

【達成方針】 

小規模事業者の経営基盤を強化し、繁栄企業を創出するためには、小規模事業者の既存事業の

生産性向上ならびに付加価値創出による収益力向上を図る必要があることから、経営状況分析や

事業計画策定・実行支援に取り組む。 

 

 

 

【目標②】 

個社の強みを活かした新事業展開や事業再構築等による新たな需要の開拓の実現 

 

【達成方針】 

新型コロナウィルス感染症の影響で、小規模事業者が経営危機に直面する中、経営の回復を図

るべく実現可能な事業計画策定に向け、個社の強みを活かした経営革新・新事業展開・事業再構

築などの計画策定と新たな需要の開拓に向けた実行支援のフォローを行う。 

 

 

 

【目標③】 

多様化する旅行者ニーズに対応した観光商品の開発に向けた支援 

 

【達成方針】 

観光産業の活性化を図るべく、観光地として多様化が進む旅行者ニーズへの対応として、特色

のあるサービスや新たな体験型観光等の観光商品開発の支援を行い、これまでの「量（観光客数）」

の観光から「質（満足度）」の観光へシフトするとともに「稼ぐ観光」に特化し、「観光地として

の魅力向上」「新たな観光商品の開発」による地域価値の創造に加え、観光交流人口の増加を図

り、域外からの消費需要の獲得により、地域経済及び地域活性化の発展を図る。 
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【調査回数】毎月 

【調査対象】建設業、製造業、卸売業、小売業、飲食業・宿泊業、サービス業、その他 

【調査項目】売上額、仕入単価、採算、資金繰り、業界の業況 

【調査手法】経営指導員等の巡回や窓口相談によるヒアリング 

【公表方法】全国商工会連合会が取りまとめた分析結果は、商工会ホームページにて公表する 

とともに当該事業者へフィードバックする。 

 

②地域経済・観光に関するデータの収集・分析・公表回数 

【目  的】 

小規模事業者の持続的発展に向けた事業計画策定・販路開拓に活用するために、県内、特に唐

津地区における経済動向及び全国の観光動向データである「売上動向や設備投資動向、観光客動

向等」の情報収集と分析結果を公表する。 

【調査回数】年４回 

【調査手法】唐津地域経済研究所公表の調査データ 

      観光庁の旅行・観光消費動向調査データ 

【調査項目】景気調査：地域人口・個人所得・地域観光動向・公共工事動向 

       観光調査：国内宿泊・日帰り旅行動向（回数、単価、平均泊数等） 

【分析方法】経営指導員による分析 

【公表方法】四半期毎に、商工会ホームページにて公表するとともに、当該事業者へフィードバ

ック及び行政・関係団体へ情報提供を行う。 

 

③税務支援から見る管内の景気動向調査数・分析・公表回数 

【目  的】 

以前から実施してきた「税務支援から見る管内の景気動向調査」であるが、引き続き管内の景

気動向の指標及び実態を把握し、事業の持続的発展とコロナ禍での施策支援に対応するため、本

会が保有する税務データを活用し分析結果を公表する。 

【調査回数】年１回 

【調査対象】税相会員１００社程度 

建設業、製造業、卸売業、小売業、飲食業・宿泊業、サービス業、その他 

【調査項目】売上・営業利益・支払給与、所得税・消費税・源泉所得税、従業員、設備状況等 

【調査手法】税相会員の確定申告後のデータ収集、業況ヒアリング 

【分析方法】経営指導員による分析 

【公表方法】商工会ホームページにて公表するとともに、当該事業者へのフィードバック及び 

行政・関係団体へ情報提供を行う。 

 

④観光関連業雇用景況調査・分析・公表回数 

【目  的】 

以前から実施してきた「観光関連業雇用景況調査」である。経営環境へ直接大きな影響を受け

やすい観光関連業を対象に引き続き調査を実施し、管内観光関連業の実態を把握、施策支援に対

応するため、分析した結果を公表する。 

【調査回数】年４回 

【調査対象】３０社（飲食業 12社、宿泊業 8社、土産品小売・体験観光等 10社） 

【調査項目】従業員雇用数、売上高前年同月比比較（減少率）、客単価、業況 

【調査手法】経営指導員・支援員による巡回や窓口による調査 

【公表方法】商工会ホームページにて公表するとともに、当該事業者へのフィードバック及び 
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行政・関係団体へ情報提供を行う。 

 

⑤観光動向調査分析結果提供事業者数（RESASの活用） 

【目 的】 

「RESAS」による観光客の動向やニーズを把握・分析した結果を提供し、新たな商品・サービ

スの開発に活用する。 

【調査回数】年 1回 

【調査手段・手法】 

地域経済分析システム「RESAS」及び観光庁の旅行・観光消費動向調査、佐賀県観光客動態調

査、じゃらんリサーチセンター等の各種観光情報を経営指導員等が収集する。 

【分析手段・手法】 

 収集した調査情報は経営指導員等が整理し、観光産業関連に精通した外部専門家を招致し、共

同で収集した情報について分析し提供を行う。 

【調査項目】①各種観光情報、観光地検索ランキング 

      ②旅行動向実態（旅行実施回数、観光客一人当たりの単価、平均宿泊数など） 

      ③観光マップⅠ（目的地はどこか？） 

      ④観光マップⅡ（どの地域から誰が来ているか？） 

【公表方法】商工会ホームページにて公表するとともに、当該事業者へのフィードバック及び 

行政・関係団体へ情報提供を行う。 

 

（４）調査結果の活用 

情報収集・調査分析した結果は、商工会ホームページに掲示し、広く管内事業者に周知すると

ともに、これらの調査結果を経営指導員並びに支援員間で共有するとともに、経営状況分析や事

業計画策定を行う際の情報提供ツールとして活用する。 

また、RESAS を活用した、観光動向調査の分析結果については、観光業関連業者に直接フィー

ドバックすることで、観光産業動向をいち早く把握し、新規顧客獲得に向けた、新たな観光商品・

サービス等開発の基礎資料として活用する。 

 

 

 

４．需要動向調査に関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

例年、各種商談会（佐賀県特産品商談会、food EXPO九州、地方銀行 FS）へ出展してきたが、

コロナ感染症の影響を踏まえ本会の方針により、各種商談会への出展を控えたことで調査事業は

実施できなかった。そのような中にも、佐賀県商工会連合会が実施した「県連販路拡大パッケー

ジ事業」に２事業所が参加できたことで、販路拡大に向けたバイヤーのアドバイスを受け、商品・

パッケージの改善に取り組むことができた。 

唐津市の「唐津市観光地経営戦略プラン策定」の一環である GAP調査事業に参画したものの、

当会管内に特化した結果が見られなかった。 

 

【課題】 

 商談会においてバイヤーへのアンケート調査や意見収集を実施したが、回答数が少なく有効な

結果が得られなかった。また、新型コロナウィルス感染症拡大による大規模商談会等の中止やオ
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記 入 日： 記 入 者：

❸課金モデル

❶商品 サービス

❷調達 生産 原価

【実施体制】

❷有形資産 ❶ヒト（経営者 従業員 管理） ❸無形資産

❶ターゲット

❷販売窓口 販売ルート

経営状況 まとめシート 【事業所名： 】

❸販売促進 営業活動

令和  年 月 日

【商品 サービス】 【販売】

【外部環境】

◆ライバル ◆パートナー ◆お客様（市場） ◆環境

 
 

（３）分析結果の活用 

■分析結果を当該事業者にフィードバックし、事業計画の策定に活用する。 

■分析結果を職員間で共有し、随時更新することで最新の事業者経営状況を把握する。 

 

 

 

６．事業計画策定支援に関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

各種補助金申請支援や金融支援に際し、事業計画策定支援を行ってきた。創業支援では、唐津

市創業塾の受講者に対して創業計画策定を提案してきた。また、事業承継支援においては、巡回

訪問で状況把握を行い、事業承継計画策定支援を行った。 

 

【課題】 

小規模事業者の直面する短期的目的や課題解消のための事業計画策定となっており、本来の

「事業性」を見極めるための事業計画策定支援には至っていないため、本来の個社の課題を的確

に洗い出し、長期的な事業の発展を図るための事業計画に活かす事業計画策定に取り組むことが

必要である。特に、観光関連業者にあっては、新型コロナウィルス感染症の影響により、厳しい

経営環境に陥っているため、コロナ禍やアフターコロナを見据えた持続可能な事業計画の策定お

よび確実な実行が必要である。 

しかしながら、事業者自身の事業計画策定に対する必要性・重要性の理解が低く、事業者の意
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また、セミナーを受講した事業者の中から取り組み意欲の高い事業者に対しては、経営指導員

等による相談対応・経営指導を行う中で必要に応じてＩＴ専門家派遣を実施する。 

【対 象 者】ＩＴへの取り組みに対して意欲の高い事業者 

【開催回数】１８回（６人×３回） 

【募集方法】巡回・窓口相談、メール便、本会ホームページにて幅広く周知する 

【参加者数】６人 

【講  師】外部専門家等 

【カリキュラム】ＤＸの具体的な取り組みなど 

 

②事業計画策定セミナーの開催 

【目的及び対象者】 

経営状況分析を行った小規模事業者のスキルアップを図るため、事業計画の基礎から策定ノウ

ハウを取得し、比較的取り組み易い補助金で事業期間も短くかつ申請ボリュームも少ない小規

模事業者持続化補助金を想定し、経営指導員等の伴走型個社支援及び外部専門家も交えて確実

で実効性のある事業計画策定を支援する。 

【開催回数】年 2回 

【募集方法】巡回・窓口相談、メール便、本会ホームページにて幅広く周知する 

【参加者数】10名／回 

【講  師】外部専門家等 

【カリキュラム】事業計画策定の意義、基礎知識、自立のためのスキルアップ 

 

③経営革新・事業再構築計画策定セミナーの開催 

【目的及び対象者】 

 経営状況分析を行った事業所で経済状況が厳しい中、新事業展開や新商品開発を軸に経営革新

や事業の再構築等を図り、事業の発展に向けて意欲的に取り組む事業者を対象として、より高

度で確実・実現可能な事業計画策定のためのスキル習得を促すためにセミナーを開催する。 

【開催回数】年 2回 

【募集方法】巡回・窓口相談、メール便、本会ホームページにて幅広く周知する 

【参加者数】10名／回 

【講  師】外部専門家等 

【カリキュラム】経営革新計画及び事業再構築計画の正しい理解、事業計画策定の意義、確実な

計画認定及び実現可能な補助金活用 

 

④経営指導員等による個社支援 

【上記②、③を着実な事業計画策定に繋げる手段・手法】 

セミナー受講者のうち、事業計画策定に取り組む事業者に対して、経営指導員等による伴走型

による個別支援を随時行う。具体的には、実現可能な事業計画策定に向けて、個社の問題・課

題を抽出し解決策を見出すが、高度かつ専門的な課題については外部専門家等と連携し解決し

ていく。 

 

⑤⑥経営指導員等による創業計画・事業承継計画策定に係る個社支援 

【目的及び対象者／手段・手法】 

 創業希望者に対し唐津市創業塾への受講を促し、経営ノウハウ及び事業計画策定方法を習得

していただく。なお、セミナー受講だけでは十分な成果が期待できないため、経営指導員等に

よる創業計画の策定支援を行う。 
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また、事業承継においては、親族間やステークホルダー間における事業承継予定者など、個

別の問題や複雑な課題を抱えており、佐賀県事業承継・引継ぎ支援センターとの連携により問

題・課題の解決に加え、経営指導員による事業承継計画の策定支援を行う。 

 

 

 

７．事業計画策定後の実施支援に関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

 事業計画策定者及び創業者の事業計画策定後の実施支援については、定期巡回に加え重点企業

と位置づけ四半期ごとに、事業主と面談し事業計画の進捗状況の把握と確認を行う計画であった

が、計画通りには実施できなかった。 

 

【課題】 

これまでの事業計画策定後の実施支援については、ほとんどが各種補助金採択後の補助事業実

行支援及び実績報告支援までで完結しているケースが多く、その後の中長期計画を踏まえたフォ

ローアップ支援は不十分であったため、事業計画策定後は事業の持続的発展に向けて事業計画の

達成と成果に繋げられるよう、巡回による進捗把握とフォローアップ支援を着実に実施していく

必要がある。 

 

（２）支援に対する考え方 

事業計画策定後は、中長期計画の実行支援による事業目標の達成と成果を見据え、巡回等によ

る進捗把握（ステージ１～３）とフォローアップ支援を実施する。 

フォローアップ支援については、個社それぞれの目標と進捗状況に合わせた支援ニーズの把握

により支援レベル・支援頻度など協議しながら必要に応じて効率的かつ効果的な支援を実施して

いく。 

 

 具体的には以下を想定する。 

 

 ①事業計画の重点フォローアップ対象者は、事業計画策定者・創業計画策定者・事業承継計画

策定者とする。 

 ②フォローアップの対象者を以下の 3ステージに分類し、そのステージ毎の割合は以下のとお

りとする。 

  ステージ 1：日常的（1～2カ月に 1度以上）に実行支援が必要な事業者（2割） 

  ステージ 2：四半期ごとの実行支援で成果が達成されると思われる事業者（6割） 

  ステージ 3：ほぼ事業が軌道に乗り、成果達成も確実に期待できる事業者（2割） 

 ③フォローアップ事業者数に対し、アウトカム目標は以下のとおりとする。 

  ■売上増加事業者数：ポストコロナで厳しい環境下に直面し、現状維持にも苦慮する事業者

が多いことを鑑み、フォローアップ事業者のうち 3割の事業者の売上増加を達成する。 

  ■利益率 10%以上増加事業者数：売上増加事業者数のうち 8 割の事業者に対し、利益率 10%

向上を達成する。 
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②佐賀県商工会連合会「販路開拓パッケージ事業」への参加支援 

 佐賀県商工会連合会が実施している「販路開拓パッケージ事業」への参加によって、商談スキ

ル向上と BtoBの実取引獲得に繋げる。 

経営指導員も事業者とともに参加・商談に同席することで、情報収集や商談バイヤーへのフォ

ローアップまで的確にサポートする。 

 

③ＥＣサイト出展および SNS等活用セミナーの開催 

 広域商圏の消費者を対象にネット通販による BtoC 取引拡大と売上増加を目指す小規模事業者

に、ネット通販では即効性の高いＥＣサイトに関する効率的かつ効果的な情報提供と出展支援

を行うためのセミナーを開催する。 

また、販売促進ツールならびに顧客の囲い込みに効果があるＳＮＳによる情報発信スキルの向

上を目的にセミナーを開催することで、販売と PR の双方に効果が期待でき、新規顧客獲得に

つなげる。 

  

④⑤ＥＣサイト出展および SNS等活用 

③ＥＣサイト出展およびＳＮＳ等の活用セミナー参加者より、それぞれの出展や活用に向けた

実行支援を行うことで、新たな顧客の獲得と売上増加に繋げ、各社の売上増加率の目標は 10％

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「販路開拓パッケージ事業」 

 平成 27 年度より佐賀県商工会連合会が主催しており、バイヤーとの商談経験が浅い県内の食

品関連事業者を対象とし、座学による「商談における基礎知識」、「商品ターゲットの明確化」、

「FCP商談シートの作成演習」から、県内外の現役バイヤーとの「個別商談会」、さらには「Food 

EXPO九州」などへの合同出展等までをパッケージで実施するものである。 

「地方銀行フードセレクション」 

 毎年秋に東京ビッグサイトで開催される大規模商談会であり、第一地銀の取引先が主たる出展

企業でもあるためバイヤーからの取引安心感にも繋がっている。 

 商工会だけでなく各金融機関の行員のサポートも期待できるため、高い取引可能性が期待でき

る商談会と言える。昨年はオンライン開催となっているが、一昨年実績は以下のとおりである。 

 ■出展社数：1,031社 ■うち商工団体経由の出展社数：249社 ■来場者数：13,412名 
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Ⅱ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組  

 

９．事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

毎年度自己評価をおこない、佐賀県商工会連合会が設置する「経営発達支援事業外部評価委

員会」に報告書を提出し評価を得ている。なお、評価結果については理事会等へ報告し、ホー

ムページ等にて公表している。加えて、一部の数値目標については四半期ごとに実績を県連に

報告して県内の他商工会と比較検討している。 

 

【課題】 

四半期ごとに事業計画策定件数などの一部の数値目標については進行管理をおこなってい

るものの、経営発達支援事業全体の把握までには至っていない。 

 

（２）事業内容   

法定経営指導員等による商工会内部において、四半期ごとに経営発達支援事業の進行状況を

ＰＤＣＡ管理しながら課題等を分析し、県連に報告して県内の他商工会の状況と比較検討をお

こない分析評価を深める。 

また、外部有識者（中小企業診断士等）、唐津市商工振興課、玄海町企画商工課、法定経営

指導員等をメンバーとして「協議会」を設置し、年 1回開催して評価の客観性を図る。協議会

の評価結果は理事会等にフィードバックしたうえで、事業方針等に反映させるとともにホーム

ページおよび総会資料に掲載することで、地域の小規模事業者等が常に閲覧可能な状態とす

る。 

 

 

１０．経営指導員等の資質向上等に関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

ＯＪＴによる資質向上としては、職員間での支援手法等の共有、支援内容のデータベース化、

専門家の高度かつ専門的な支援手法の習得に努めるなど、職員全体の支援スキルを高めてい

る。 

ＯＦＦ－ＪＴによる資質向上では、中小企業基盤整備機構・中小企業大学校・佐賀県商工会 

連合会主催の各種研修会への参加、全職員による経営支援事例の共有、経営指導員等ＷＥＢ研

修を受講するなど支援能力の向上を図っている。 

 

【課題】 

  ＯＪＴならびにＯＦＦ－ＪＴによる資質向上を実施することで、支援スキルについては一定

の効果があったものの、経験年数の浅い職員も増加しており、今後も継続しての知識習得や職

員間での情報共有を強化することが必要である。 

 

 

 



- 23 - 

 

（２）事業内容 

①外部講習会の積極的活用 

経営指導員及び支援員の経営支援能力の向上のため、中小企業基盤整備機構、中小企業大学

校が主催する「中小企業支援担当者等研修」および佐賀県商工会連合会主催の一般研修（法令

や施策）や経験年数に応じた階層別研修（知識や技能）、重要度や受講ニーズが高いテーマ別

研修（事業計画策定セミナー）に参加する。 

また、喫緊の課題である地域事業者のＤＸ推進への対応としては、啓発・普及および導入に

係る身近な相談の場となる佐賀県商工会連合会主催のＩＴフェアに参加する。経営指導員およ

び支援員のＩＴスキルを向上させるとともに、ニーズに合わせた相談・指導を可能にするため、

ＤＸ推進取組に係る相談・指導能力の向上のためのセミナーについても積極的に参加する。 

 

【ＤＸに向けたＩＴ・デジタル化の取組】 

（１）事業者にとって内向け（業務効率化等）の取組 

クラウド会計ソフト、補助金の電子申請、情報セキュリティ対策等 

（２）事業者にとって外向け（需要開拓等）の取組 

ホームページを活用した自社ＰＲ、連携ＥＣサイト活用促進（全国連）、オンライン 

展示会への出展、テストマーケティング、ＳＮＳを活用した広報等 

（３）その他取組 

非接触オンライン経営相談等 

 

②ＯＪＴ制度の導入 

支援経験の豊富な職員と経験年数の浅い職員がチームを組成し、巡回指導や窓口相談の機会 

を活用したＯＪＴを積極的に実施し、組織全体としての支援能力の向上を図る。 

 

③職員間の定期ミーティングの開催 

事務局長を含む職員全員による運営会議を毎月１回開催、経営支援課長等を中心とした経営 

支援会議を毎週１回開催し、小規模事業者への各種支援施策と活用状況ならびにＩＴ等の活用

方法や具体的なツールの紹介について、意見交換等をおこなうことにより事例の共有と支援能

力の向上を図る。 

 

④データベース化 

経営指導員や支援員は、経営支援に関する内容について、基幹システムや商工会プラットフ 

ォームにデータ入力を適時かつ適切におこなうことで、支援を継続している小規模事業者の状

況等を職員全員が相互共有できる。担当外職員においても一定レベル以上の対応ができるよう

にするとともに、支援ノウハウを蓄積し組織内で共有することで支援能力の向上を図る。 
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１１．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

唐津市内の商工団体(唐津商工会議所、唐津東商工会)では、意見交換の場を設け小規模事業者

に対する施策等の研究及び地域課題や諸問題に関する情報の共有を図った。また、小規模事業者

の経営課題に対して佐賀県商工会連合会と緊密な連携を図り、施策の活用や専門性の高い課題に

ついては専門家派遣事業を活用し、課題解決に努めた。 

日本政策金融公庫・保証協会・その他金融機関との連携では、金融対策会議を実施し、情報交

換ならびに地域金融情勢や小規模事業者の経営動向等について意見交換を行った。 

【課題】 

本会は、唐津市・玄海町の２行政区にまたがっていることから、両行政との緊密な連携や情報

共有が重要と考える。 

また、金融面においてはコロナ禍の影響により、非常に厳しい事業環境が継続し、経営不振が

深刻化する小規模事業者への支援ノウハウについて意見交換を行う必要がある。 

 

（２）事業内容 

①唐津市管内経済団体局長・課長会議への出席 

唐津市が毎月開催する本会議に、管内の 3つの経済団体（唐津上場商工会・唐津東商工会・唐

津商工会議所）が参加し、唐津市の最新の経済動向を把握すると共に、必要に応じて効果的な経

済対策や施策について協議を行う。また、唐津市及び玄海町管内の小規模事業者の現状や支援施

策を推進するため、参加者相互の支援ノウハウの共有を図る。 

 

②唐松地区商工会事務局長経営指導員会議の開催 

 唐松地区に属する 2つの商工会（唐津上場・唐津東）の事務局長２名、経営指導員８名による

定例会議を四半期毎に１回開催し、以下の情報を共有・議論することで職員全体のスキルアップ

や目線合わせ、支援レベルの均質化を図る。 

 協議内容（例） 

 ・各種支援施策の周知、活用状況 

 ・支援現場において発生する問題点解消に関するノウハウ 

 ・経営指導員ごと、地域ごとに異なる支援レベルや事業者ニーズの把握と解決策 等 

 

③地域金融機関及び行政機関との連携 

 唐津市・玄海町に支店を有する地域金融機関 6行と日本政策金融公庫佐賀支店、佐賀県信用保

証協会および佐賀県商工会連合会の参加による「金融対策会議」を年 1回開催し、小規模事業者

における金融の動向等の意見交換を行う。当面は、コロナ禍における小規模事業者の資金繰り実

態の把握と、無利息・長期据置期間終了後の支援体制の在り方を議論し、資金繰り悪化の早期発

見と対応策を共有し、支援に対する連携体制を構築する。 
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（別表２） 

 経営発達支援事業の実施体制 

経営発達支援事業の実施体制 

（令和 4年 6月現在） 

（１）実施体制（商工会又は商工会議所の経営発達支援事業実施に係る体制／関係市町村の経営発

達支援事業実施に係る体制／商工会又は商工会議所と関係市町村の共同体制／経営指導員

の関与体制 等）  

 

■実施体制（職員 12名） 

 【主 体】事務局長 1名、経営指導員 4名、支援員 7名                            

  

【機構図】 

 
 

（２）商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律第７条第５項に規定する経営指導

員による情報の提供及び助言に係る実施体制 

①法定経営指導員の氏名、連絡先 

 【役職・氏名】 小田原 央 

【連 絡 先】 唐津上場商工会 経営支援センター 

TEL：0955-52-2118 

 

②法定経営指導員による情報の提供及び助言 

     経営発達支援事業の実施・実施に係る指導及び助言、目標達成に向けた進捗管理、事業評価見直

しをする際の必要な情報の提供を行う。手段・頻度としては、年 4回以上の経営支援会議による

内部検証および年 1回の協議会にて実施。 
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（３）商工会／商工会議所、関係市町村連絡先 

①商工会／商工会議所 

唐津上場商工会 経営支援課 

■本所                                      ■経営支援センター 

〒847-0401                 〒847-1421 

佐賀県唐津市鎮西町名護屋 1801番地      佐賀県東松浦郡玄海町大字諸浦 338番地 1 

TEL：0955-82-3826／FAX：0955-82-2617        TEL：0955-52-2118／FAX：0955-52-3592 

E-mail:k-uwaba@sashoren.or.jp 

 

②関係市町村 

  ■唐津市役所 経済部商工振興課       ■玄海町役場 企画商工課 

〒847-8511                 〒847-1421 

佐賀県唐津市西城内 1番 1号         佐賀県東松浦郡玄海町大字諸浦 348番地 

TEL：0955-72-9141／FAX：0955-72-9182    TEL：0955-52-2112／FAX：0955-52-3041 

E-mail:syoukou@city.karatsu.lg.jp           E-mail:kikakusyoukou@town.genkai.lg.jp 

 

 

（別表３） 

 経営発達支援事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 

                                      （単位 千円） 

 
令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

必要な資金の額 2,350 2,350 2,350 2,350 2,350 

 

需要動向調査 

・専門家派遣費 

 

事業計画策定 

・セミナー開催費 

・個別指導 

 

策定後の実施支援 

・個別指導 

 

新たな需要の開拓 

・商談会出展費 

・セミナー開催費 

 

経営指導員等資質向上 

 

100 

（100） 

 

900 

（600） 

（300） 

 

300 

（300） 

 

900 

（600） 

（300） 

 

150 

 

100 

（100） 

 

900 

（600） 

（300） 

 

300 

（300） 

 

900 

（600） 

（300） 

 

150 

 

100 

（100） 

 

900 

（600） 

（300） 

 

300 

（300） 

 

900 

（600） 

（300） 

 

150 

 

100 

（100） 

 

900 

（600） 

（300） 

 

300 

（300） 

 

900 

（600） 

（300） 

 

150 

 

100 

（100） 

 

900 

（600） 

（300） 

 

300 

（300） 

 

900 

（600） 

（300） 

 

150 

 

（備考）必要な資金の額については、見込み額を記載すること。 

 

調達方法 

会費、県補助金、市町補助金、手数料等収入等 

（備考）調達方法については、想定される調達方法を記載すること。 
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（別表４） 

 経営発達支援計画を共同して作成する商工会又は商工会議所及び関係市町村以外の者を連携して経

営発達支援事業を実施する者とする場合の連携に関する事項 

連携して事業を実施する者の氏名又は名称及び住所 

並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

 

連携者なし 

連携して実施する事業の内容 

① 

② 

③ 

・ 

・ 

・ 

連携して事業を実施する者の役割 

① 

② 

③ 

・ 

・ 

・ 

連携体制図等 

① 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 


